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伊豆諸島海域における海流変動に伴う電磁場の観測（２）
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離島における海流誘導電磁場の性質を理解するために，L a r s e n ( 1 9 6 8 )のモデルを再検討した．外部磁場誘導によ
る離島効果と潮汐磁場のそれとに，一つ決定的な違いがある．潮汐流はシアがあるため，島の中央でもＺ成分が
ゼロにならない．これは八丈島で観測される黒潮蛇行に伴う地磁気変化のうち，Ｚ成分のみで水平成分がほとん
どゼロであるような磁場変化の原因に有力な示唆を与える．

我々は三宅島火山の監視のために１９９５年以来，プロトン磁力計による全磁力と短基線自然電位の連続観測
を開始した．三宅島周辺を流れる黒潮の流路変化に伴う電磁場変動が，最大のノイズ源であることが判明した
(SASAI et al., 1997)．この海流ダイナモによる電磁場の性質を解明するために，１９９７年から八丈島，神津島，
御蔵島において全磁力の連続観測を開始した．また三宅島ではＮＴＴ電話回線を利用して，島内９カ所を結んだ
長基線自然電位の観測を始めた．また八丈島においては八丈水路観測所において，地磁気４成分およびいくつか
の衛星点での全磁力の長期間データが得られている．

海流ダイナモ作用を理解する上で，長波で近似できる広い大洋での海洋潮汐が離島に作る電磁場を考察するの
は有益である．LARSEN (1968)は一様な深さの大洋に円形の島が存在する場合に，潮汐で誘導される電磁場のモ
デルを提案した．三宅島における潮汐磁場の解析結果は，定性的にL A R S E Nのモデルでよく理解できる．L A R S E N
モデルは誘導電流に対して離島効果を考慮したものであるが，通常の外部磁場変動起源の離島効果と非常に異な
ることが一点ある．それは源泉である流体運動が進行波であるため，水平方向の流れの向きの反転する波が，島
の周囲を通過する時間帯があり，その時には誘導電流が島の両側で反対向きに流れる．その結果，完全に対称な
円形の島であっても，島の中央で誘導磁場のＺ成分はゼロにならない．一方このとき，水平成分はゼロである．
実際三宅島付近で典型的なＭ２潮汐は，満潮時に西向き，干潮時に東向きに流れるが，平均潮位時には島の西側
で西向き，東側で東向き（あるいはその玉）の流れが起きている．その結果，島の東側で北向き，西側で南向き

（あるいはその逆）の電流が流れて，島の中央に上向き（あるいは下向き）のＺ成分を生ずる．関口( 1 9 9 8 )の解析
によれば，三宅島の中央部でも全磁力のＭ２成分が検出されているが，それは離島効果によるものというより，
潮汐磁場の元々の性質から来ている．この点はLARSEN(1968)には触れられておらず，誤解のもとになった．

この考察を一般化すると，シアのある流れであれば，このことは常に起こることが分かる．八丈島の３成分デ
ータの解析から，水平成分にほとんど変化が無いのにＺ成分だけ変化している例があり，どのような流れがこの
ような磁場を作るのか苦慮していた．黒潮の流れはその両側に強い反流を伴う場合があることを，海洋速報は示
している．このような黒潮ー反流のペアが八丈島付近を通過する場合には，Ｚ成分のみ観測される可能性がある．
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